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これまでの餌付けニホンザル袋田の比較研究から.淡

路由袋田 (A)は,密集性が高いにもかかわらず トラブル

の少ない特異な存在であることがわかり,勝山集団 (K)

のような軒先性が低くトラブルも少ない集団とは,袋田

成Elの収位関係の博様 (あり方)が異なっていると考え

た｡そこで.本実験では,2個体間に餌を投与して,操

作的に怒起された緊張事態がどのように解消されるかを,

両者の寂出行動に注目し.VTR で記録された ものを社

会的位t乳 性.年齢等の側面より分析し.2集団の順位

関係の磁位を比唆した｡#主団の大きさは.A:109政.

K:211更正,実験例数はそれぞれ.199例.155例であ

る.

結果は.①2個体問に餌を投げた時,Kでは優位個体

が 100%餌をとったが.Aでは84.6%であった.㊥優位

個体の接近に対する劣位個体の後退は.Kでは90.1%見

られたが.Aでは伍か49･6%であった｡しかも.Aの苗

塀位メスには.且ightposture,gazeavoidance等の位

田移動を伴わぬ劣位行動が多かった (65.4%)｡劣位個体

の後退すろ距離も,Kは2m以上であるが,Aでは1-2

mにとどまる｡⑨racialexpression(silentbarcdteeth,

screambaledteeth)の袈出は,Aは少なく(6.5%).K

では多い (29･7%)｡またAでは.性差があり,メスのみ

である･④劣位個体の邦3者への変向攻撃の生起も,A

では少なく(3.6%),メスだけに見られ,Kではオス33.3

%,メス16.1%であった｡

以上の結果より.両袋田の収位牌係の態様には.明ら

かな芸が見られ それらは主に劣位個体の順位関係の認

知の歪として表われた｡このような噸位関係の認知の特

殊性は.銀田に特有な行動様式の1つとして定着してい

るものと考えられる.そこでAでは.優位個体の劣位個

体への接近が.Kほど両者の間に緊張状態を惹起しない

ので,とり得る個体問距皿も短く,またそれによって起

るトラブルも少ない｡そのことが,両集団における密栄

位とトラブル虫の墓に反映したと思われる｡
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屋久島西部原生林に生息しているヤクザル地域個体群

杏,社会学的･生態学的に調査する目的で.1977年7月

より1978年 1月までの7ケ月間の連続観察をおこなっ

た01975年から人づけのおこなわれているKo群の分裂

香,調査開始後に確認し.9月から丸橋と共同して,分

裂した2群および隣接群の同時追跡によって.分裂機構

の解明を試みた｡観察事項を挙げると.1)分裂した2

群の遊動域は,分裂前の遊動域からはみ出ることはない

が.隣接群 (Ha乳 Ni群)が重役域を超えて侵入する

例がみられた｡2)各群の構成は.交尾期の開始ととも

に次第に安定し.互いに回避し合って遊動するようにな

った｡2群の出合いには,はっきりした敵対的な行動は

みられなかった｡3)2群問には,メンバーシップの回定

性.サブグルーピングの頻度.群れ内成熟オスの数,交

尾期に接近した群れ外オスの数と群れ外オスに対すろ群

れ内オスの許容性.交尾期の開始時とその進行.発情メ

スの数.外婚率,発情メスの群れ内オスに対する受け入

れ態度.交尾パターン,木ゆすり行動の数とBE籾.休息

場におけるまとまり方等に顕著な相迎が認められた｡4)

交尾期の後半に.主群では.特定の発惜メスが群れ外オ

スによって群れから引き出され.さらにもうー銃のオス

の加入とともに第2の分裂現象が固定化する幌向が明ら

かになった｡5)メスの発達段階 (子供.若年.若成年,

成年.老年)にはそれぞれ特徴的な行動様式や交Faの型

を認めることができ.群れの統合や分裂.交尾糊におけ

る群れ間および群れ外オスとの交渉等に,各段階のメス

に固有の機能的役割を斑別することができる｡

こういった2回の分裂現象の観察事例から,われわれ

は次のような考究を加えた｡ 1)多数の隣接群を もつヤ

クザル野生群のこの2回の分裂は.ポピュレーシ甘ンの

増大によって引き起こされたものではなく,交尾肌 こ群

れ外オスが発情メスを引き出すことにj:って起こったも

のであり.おそらくとれが分裂の一般的な形態であると

考えられる｡2)分裂後の遊動域は,分裂前の遊動域を

出ることはないが.隣接群からの浸入が認められ これ

は新しい群れ問関係の変動と再編を示す塀象とも考えら

れる｡3)分裂は.メスを引き出したオス以外の群れ外

オスが加わることによって.固定化する悦向をもつ｡こ

のオス問には.大きな優劣の落差があって,多くのシチ

ュエーションでそれぞれが異なった行動をすることが奴

察されるが,2著聞で宙接的な交垂別よもたない｡この優

位なオスと劣位なオスのペアは.他の隣接群の多くに認

めることができ,この2者の間接的な交渉によって群れ

の統合が維持されていると考えられる｡4)成年オスを

唯一頭含む群れ (分裂した主群)は.2群の比較からみ

て,特に交尾期に非常に不安定な統合状感を示し.その

オスと群れ外オスとの敵対的な行互臥 列婚率の増加値向

が助著になり.2回目の分裂が起った｡一致のオスによ
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